
証券コード：9090株式会社丸和運輸機関

AZ-COMとは？
A～Z＝すべてのロジスティクスに関して、

お客様がお困りになっていること、
悩んでいること、問題になっていることを

COM（コム）＝コミュニケーションを
図りながら解決していくという考え方です。

ア ズ コ ム

第44期 報告書 2016年4月1日 ▶▶2017年3月31日

都市　aflo_DDYA024919 ¥18,000
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高付加価値を提供する
AZ-COM 3PLサービス
当社の3PLとは、ロジスティクス戦略の立案から現場の運営・管理までを全て担い、
お客様の外部環境、内部環境の変化によって起こる問題の解決と、
将来起こりうる課題を先取りし、対応しております。

事業所数計7拠点

北海道エリア
（株）北海道丸和ロジスティクス

事業所数計14拠点

東北エリア
（株）東北丸和ロジスティクス

事業所数計46拠点

関東エリア
（株）丸和運輸機関

事業所数計23拠点

関西・中部・北陸エリア
（株）関西丸和ロジスティクス

事業所数計8拠点

中国・四国エリア
（株）中四国丸和ロジスティクス

事業所数計4拠点

九州エリア
（株）九州丸和ロジスティクス

グループ合計102拠点

●3PL物流ネットワークサービス
食品物流

●ネットスーパー
●産直輸送
● クールコンテナ 

輸送

ノウハウ
医薬・医療物流

●返品物流
●調剤物流

効率化
常温その他物流

●店舗・店内物流
●来店宅配

当社は小売業に特化した3PL（サードパーティ・ロジスティクス）事業を
展開しており、お客様の長期的な経営パートナーとして、
業界No.1の物流企業を目指してまいります。

Business Outline

●非連結子会社
（株）ジャパンタローズ
（株）アズコムビジネスサポート

●3PL以外の関係会社
（株）ジャパンクイックサービス（軽貨物輸送事業）
（株）丸和通運（鉄道コンテナ事業）
（株）アズコムデータセキュリティ（文書保管事業）

※ 当社ではセンター運営並びに輸配送の効率化を図るため、
必要に応じて拠点の統廃合を実施しております。
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中期経営計画の進捗状況

低温食品物流への経営資源の集中投資

拡大し続けるＥＣ市場への対応

安全・安心・安定した物流基盤の構築

食品SM（スーパーマーケット）に向けたサービスメニュー「AZ-COM 
7PL」（アズコム　セブン・パフォーマンス・ロジスティクス）により、「物流
利益」だけでなく「商流利益」を提供。新規顧客の開拓を一層推進する。

強みを活かした「当日お届けサービス」を拡大し、大手EC通販企業に 
向けた宅配事業に本格的に取り組んでいく。徹底した教育で「配達」では
なく「お届け」レベルでの接客サービスを実践しお客様の経営（利益）支援
に努める。

「AZ-COM丸和・支援ネットワーク」は、会員パートナー企業と一体と 
なり、人材・車輌不足に対応可能な強固なネットワークとして拡大を 
続けている。今後は、「社会インフラ」を担う組織として地方自治体、 
企業のBCP対策にも貢献する。

2015/4
発足時 139社139社
2016/3 367社367社
2017/3
時点 660社660社

今期目標会員
獲得数

1,500社

■売上高（単位：百万円） 
■経常利益（単位：百万円） 
●ROE （単位：％）

2016年3月期（実績） 2017年3月期（実績） 2018年3月期（予想） 2019年3月期（予想）

60,364 67,179 72,000
中期経営計画 81,000

3,888 5,000
6,500

17.317.3
18.218.2

19.019.0

4,6104,610

AZ-COMネット会員企業数の推移

2017年3月期（第44期）から、2019年3月期（第46期）までの3ヶ年を対象●連結業績目標

●目標達成に向けた成長戦略
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 （単位：百万円）

2016/32015/32014/3 2017/3

2,768

4,401

2018/3
（予想）

4,950

2,924

3,879

Point
1

Point
2

Point
3

「AZ-COMネット」会員企業数は
前期比293社増の660社となり、
事業基盤の安定化が進む。

日次決算マネジメントの徹底によ
り、センター運営並びに輸配送の
効率化を強化。

売上および利益ともに前期比10％
以上を達成し、中期経営計画の
初年度として順調にスタート。

 （単位：百万円）

2016/32015/32014/3 2017/3

51,455

67,179

2018/3
（予想）

72,000

54,033

60,364

売上高 営業利益

連結業績ハイライト

代表取締役社長

当期の主な経営成績は、連結売上高は前期比11.3%増
の増収、利益面では営業利益は同13.4%増、経常利益は
同18.6%増、親会社株主に帰属する当期純利益は同

丸和運輸機関は
“物流の社会インフラ”として、
新たな成長の姿を歩んで
まいります。

Q当期の経営環境や決算のポイント等に
ついて教えてください。

売上・利益ともに
前年対比で増収増益となりました。

トップ・インタビュー
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 （単位：百万円）

2016/32015/32014/3 2017/3

2,781

4,610

2018/3
（予想）

5,000

3,064

3,888

 （単位：百万円）

2016/32015/32014/3 2017/3

1,579

3,080

2018/3
（予想）

3,210

1,779

2,578

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
■第2四半期  ■通期 （単位：円） 
●配当性向 （単位：％）

2017/3
（予想）

2015/32014/3

63.50

33.0

19.8

27.3

25.00 16.25
16.25

32.50

東証一部指定
記念配当実施

31.75

31.75

2016/3

39.5

31.75

31.75

63.50

2018/3

63.50

31.6

31.75

31.75

配当実績と予想

当社は、2014年10月1日付また2015年10月1日付でそれぞれ株式1株につき2
株の株式分割を行っております。当該株式分割に伴う影響を加味し上記グラフで
は、遡及修正を行った場合の1株当たりの指標の推移と2018年3月期予想を記載
しております。

商流利益の具体的事例について、一般消費者である株
主様にも分かりやすいものとしては、昨今の社会的問題の
1つである「食品ロス低減」への貢献が挙げられるでしょ

19.5%増と、全利益項目で二桁の増益となりました。私は
創業以来、成長企業／業界トップ企業／地域No.1企業と
のお取引により当社は成長することができる、と常々考え
てきました。このような方針に基づく各経営戦略が具体的
成果に繋がったのが当期であったと捉えています。

衣・食・住の中で安定的に仕事の量を確保できるのが
「食」であると着目し、低温食品物流に経営資源を集中投下
し始めてから、今年で５年目になります。当社が成すべきこ
とや当社成長の余地はまだまだ残されています。物流の合
理化や削減といった「物流利益」実現の提案だけではなく、
モノを仕入れ、販売をアップさせる仕組みや店舗における
ローコストオペレーションなど、「商流利益」実現の提案活
動が奏功し、新規のお取引先様も確実にとれるようになっ
てきています。

一方、営業利益が計画未達（達成率：98.2%）になったこ
とについては、来期以降へ向けての課題として残りました。

丸和運輸機関は
“物流の社会インフラ”として、
新たな成長の姿を歩んで
まいります。

Q貴社が標榜する「商流利益」とは具体的に
どのようなものでしょうか？

無駄を省き利益を生む
物流システムを提案し、

「食品ロス低減」にも貢献しています。

TOP INTERVIEW

これは人財
4 4

と車輌の確保のためのコスト増が影響したもの
ですが、今後は、当第１四半期から導入を開始した日次決
算マネジメントシステムのブラッシュアップが期待されま
す。これにより今期（2018年3月期）計画においては、売上
利益の着実な確保の下、利益率の向上と利益体質の強化
を一層図っていく方針です。
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二大戦略である「SM向けの低温食品物流の深耕」「拡大
し続けるEC市場への対応強化」に変更はありません。これ
らを継続して徹底追求し、小売業に特化した3PL（サード
パーティ・ロジスティクス）企業として、お客様の長期的な経
営パートナーとして、業界No.1の3PL企業を目指してまい
ります。また、2020年に連結売上高1,000億円、さらにそ
の先の2040年に1兆円企業になることを目指す中、これか
らの事業基盤の強化や成長を担保するものとして、海外
ASEAN地域からの優秀な人財

4 4

獲得やM&Aの具体的計画
に向けた準備を進めていく計画です。

そしてこのような企業成長とともに、利益一辺倒に走る
ことなくこれから丸和運輸機関が企業としての社会的責任
を一層果たしていくべく、当社はこの度「BCP（Business 

う。現在、全国の食品SM（スーパーマーケット）の低温食品
では平均2%の食品ロスがあると言われています。

例えば年商1,000億円の会社の場合、500億円の仕入
があるとしてその2%ですから10億円のロスがある訳で
す。これを、当社の戦略商品「AZ-COM 7PL（アズコム セ
ブン・パフォーマンス・ロジスティクス）」をお客様が利用し、
当社としては「AZ-COM 7PL」の精度向上を常に進めロス
を少なくするオペレーションをサポートし、お客様へ商流利
益の提供に努めてまいりたいと考えています。物流の話し
が出た時に、“物流＝コスト”と考える方が多くいます。しか
し当社にお任せ頂くと、このように物流は“物流＝価値”とな
るのです。

さらにSMの集客力向上に貢献するため、「産地直送」を
ご提案できるのも「AZ-COM 7PL」のサービスメニューの
一つです。提携する主な産地は関東圏をはじめ北海道、山
形、長野、鹿児島などです。今後も提携先を増やしていきま
す。生鮮品の強化により売り場が活性化し、SMの売上げ
が伸長することが、お客様（SM）の商流利益に繋がります。

物流事業
66,360百万円

 前年同期比 （  11.5％増  ）

Q今後の経営ビジョンについてお聞かせ
ください。

丸和運輸機関はこれから
“物流の社会インフラ”としての責務を
積極的に担ってまいります。

物流における事業ドメイン別売上高構成比

食品スーパー専用物流センター/
ネットスーパー/生協個配/
来店宅配/通販物流

■ 食品物流 47.3%
 31,379百万円
   （前年同期比 24.0%増）

通販物流/返品物流/共同配送/家具・家電の宅配

■  常温その他物流 24.2%
 16,088百万円 （前年同期比 4.6%増）

医薬品物流/返品物流/調剤物流/通販物流/共同配送

■  医薬・医療物流 28.5%
 18,891百万円 （前年同期比 0.5%増）

トップ・インタビュー
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私は今年の重要なキーワードとして全社員へ向けて、
「戢鱗潜翼（しゅうりんせんよく）」という言葉を伝えました。

戢鱗潜翼とは中国にあ
ることわざで、努力以上
の努力で志を持ち、自己
の心と腕を磨いて時節
の到来を待つ、という意
味です。つまりは、2020
年をターゲットに企業業
績や個人消費が回復の
兆しを見せる中において

も、うかれることなく心と腕を磨き、2020年以降でも他力
ではなく自力で経営をしっかりと行えるようにするという考
えです。私を含め社員一人ひとりが戢鱗潜翼の思想を理解
し実践していくことが、ひいては株主の皆様方の期待を裏
切らない経営に繋がっていくものだとも考えています。

なお末筆になりましたが、当期末の配当金は1株当たり
31.75円とさせて頂きました。これにより中間配当31.75
円と合せた年間配当は、1株当たり63.50円となります。株
主の皆様におかれましては、今後とも丸和グループに対す
る変わらぬご支援の程、何卒よろしくお願い申し上げま
す。引き続き、どうぞこれからの丸和グループにご期待く
ださい。

Continuity Plan／事業継続計画）」に向けた経営活動を
本格的に展開していくことといたしました。災害時などに
燃料規制を受けることなく救援物資を円滑に輸送できるよ
う、埼玉県吉川市と松伏町の両自治体とAZ-COM丸和・
支援ネットワークがBCP対策における協定の締結に向けて
協議を進めております。AZ-COMネットの会員企業様（当
期末時点：660社）にもご協力を仰ぎながらその他の地方
自治体とも話しを進め、丸和運輸機関はこれから“物流の
社会インフラを担う企業グループ”としての責務を積極的
に果たしてまいります。

Q株主還元の状況など、株主の皆様への
メッセージをお願いします。

「戢鱗潜翼」をキーワードにしっかりと
足元を固め、株主様の期待を裏切らない
経営に邁進してまいります。

TOP INTERVIEW
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AZ-COMネット研修で和佐見が講師を務めました
　2016年11月11日の東京本部開設を皮切りに、AZ-COM 
丸和・支援ネットワーク主催の教育研修「第一期　経営者コース」
が開講しました。
　本研修は主にパートナー企業の経営者層を対象とし
たプログラムとなっており、当社が全面的に運営をバッ
クアップしております。AZ-COMネット理事長でもある
和佐見が人間学、経営学等の講義を担当し、受講生
から好評を博しました。

MARUWAグループの取り組みについてご紹介します。

● 第3四半期決算発表

MARUWA Calendar MARUWAカレンダー

物流センター見学会
　2017年3月8日、吉川市立旭小学校2年生の生徒34名が「バス
に乗って町探検」という生活科の授業で来社され、当社の物流セン
ターを見学されました。今後も当社は「地域社会の発展、豊かな社
会づくり」を実現するCSR活動に取り組んでまいります。

● 第2四半期決算発表
● 中国・煙台振華集団と合弁会社

設立
● 東京本部開設
● AZ-COM MK OSAKA新規稼働

● 野村IR資産運用フェア2016出展
● 第44期中間報告書発行

12月 1月 2月11月

CSR

TOPICS
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全国安全運転大会  開催
　2017年4月、丸和グループ全国安全運転大会を開催しました。
　本大会は、事業用トラックドライバーに求められる高度な運転技能
と関係法令及び車輌構造に関する専門的な知識を競い合い、プロドラ
イバーとしてのスキルアップを図ることを目的に毎年開催しております。

4月

　埼玉県を中心とした関東エリアで展開する、大手食品スーパー
マーケットの配送管理業務を、2016年9月に開始しました。
　埼玉県内に配送拠点を置き、埼玉、東京、千葉、栃木、群馬エリアの全
101店舗へ商品をお届けするための配送管理が主な業務となります。
この業務は当社の低温食品物流と配送品質向上のノウハウを、お客
様から高く評価いただいたことで獲得した業務でもあります。

⃝拠点： 
　第1センター  埼玉県大里郡 
　第2センター  埼玉県児玉郡
⃝配送エリア： 
　埼玉、東京、千葉、栃木、群馬
⃝店舗数：101店舗
⃝１日あたりの稼働車輌台数：約200台

新規業務紹介

TOPICS

3月

大手食品スーパーマーケット （埼玉県）
配送管理業務

「お客様の品質向上を実現」
2014年入社 25歳　小泉 紗都子

担当者コメント

　私は現在、センター内の経理・総務関
係の業務を行っております。日計管理、請求書作成、社員
の勤怠管理等に携わり、事務担当としてセンターを支えてい
ます。また、時には現場作業も行い、現場の円滑な業務運
営をサポートしています。日々の業務では物量の波動を捉え
た適切な数値把握が求められるため、妥協せずやり遂げる
姿勢を常に心掛けています。今後は現場との更なる連携で、
お客様に感動を与えるサービスの提供に努めてまいります。
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株主資本
15,716
その他の
包括利益
累計額
146

流動負債
11,002
固定負債
6,928

有形
固定資産
15,078
無形

固定資産
695
投資

その他の
資産
2,948

株主資本
17,677
その他の
包括利益
累計額
258

流動負債
12,491
固定負債
6,269

有形
固定資産
15,953
無形

固定資産
653
投資

その他の
資産
4,259

前連結会計年度
2016年3月31日現在

資産合計
33,793

負債純資産合計
33,793

当連結会計年度
2017年3月31日現在

資産合計
36,697

負債純資産合計
36,697

流動資産
15,070

固定資産
18,722 純資産

15,862

負債
17,931

流動資産
15,830

固定資産
20,866 純資産

17,935

負債
18,761

当連結会計年度
2016年4月1日～2017年3月31日

現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動
による

キャッシュ・フロー

投資活動
による

キャッシュ・フロー 財務活動
による

キャッシュ・フロー
現金及び

現金同等物の
期末残高

7,031

4,507

△1,370

△2,476

7,692

60,364

7,116

3,879 3,888 3,892
2,578

67,179

7,546

4,401 4,610 4,658

3,080

売上高

■前連結会計年度（2015年4月1日～2016年3月31日）
■■■当連結会計年度（2016年4月1日～2017年3月31日）

営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

売上総利益 税金等調整前
当期純利益

■損益計算書の概要 （単位：百万円）

■財政状態の概要 （単位：百万円） ■キャッシュ･フローの概要 （単位：百万円）

「食品物流」「医薬・医療物流」「常温その他物流」の各ドメインにおい
て、新規物流センターの本格稼働、既存取引先の業務範囲拡大等によ
り物量が増加いたしました。

売上高

67,179百万円（前年同期比11.3％増）　
新規物流センターの安定稼働に向けた一時費用や、人手不足に伴う
人件費・外部委託費が増加したものの、全社的な費用削減プロジェク
トを展開するとともに日次決算マネジメントの推進により、センター運
営並びに輸配送の効率化を強化してまいりました。

営業利益

4,401百万円（前年同期比13.4％増）　

連結財務情報
CONSOLIDATED FINANCIAL INFORMATION
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社 　 名 株式会社丸和運輸機関
本社所在地
本社営業所
東 京 本 部

〒342‒0008 埼玉県吉川市旭7番地1
〒342‒8505 埼玉県吉川市あさひ桃太郎1‒1‒1
〒100‒8235 東京都千代田区丸の内桃太郎
　　　　　　（鉃鋼ビル本館5階）

設 　 立 1973（昭和48）年8月
資 本 金 2,650百万円
事 業 内 容 サードパーティ・ロジスティクス（3PL）事業 等
従 業 員 数 連結6,625名　　

（内パート4,163名/年間平均雇用人数）
事 業 所 全国102拠点（全グループ含む）

埼玉、東京、神奈川、千葉、茨城、群馬、栃木、
北海道、岩手、宮城、愛知、大阪、京都、福井、
兵庫、滋賀、岡山、広島、高知、福岡　他

役 員  （2017年6月29日現在）

代表取締役社長 和佐見　勝
取締役 山本　輝明 取締役 早川　浩平
取締役 平本　研二 取締役（社外） 廣瀬　權
取締役 藤田　勉 取締役（社外） 山川　征夫
取締役 河田　和美
取締役 小倉　友紀 常勤監査役 田中　茂
取締役 橋本　英雄 監査役（社外） 藤原　俊彦
取締役 田中　博 監査役（社外） 岩崎　明

発行済株式総数 16,042,940株
株 主 数 2,955名

大 株 主 の 状 況
株主名 所有持株数（千株） 持株比率（％）

株式会社WASAMI 5,400 33.66
和佐見 勝 4,192 26.13
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 730 4.55
丸和運輸機関社員持株会 576 3.59
株式会社マツモトキヨシホールディングス 235 1.47
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 203 1.27
株式会社ダスキン 200 1.25
トーヨーカネツソリューションズ株式会社 200 1.25
株式会社埼玉りそな銀行 160 1.00
立澤 勝美 152 0.95

ホームページのご案内
当社ホームページでは、ニュース
リリースをはじめ、詳しい事業案
内やIR情報など充実した情報を適
時、掲載しています。

http://www.momotaro.co.jp/

■ 証券会社
　 1.32％
 211,799株

■ 外国人 　3.58％
 573,867株
■ 金融機関
　10.21％ 
 1,638,000株
■ その他国内法人
　38.59％ 
 6,191,300株

■ 個人・その他
  （自己名義株式含む）
　46.30％
 7,427,974株

IR情報ページ
▶経営情報
▶コーポレート
　ガバナンス
▶財務情報
▶IRライブラリ
▶株式情報

■会社概要 （2017年3月31日現在） ■株式の状況 （2017年3月31日現在）

所有者別株式分布状況

企業情報
CORPORATE INFORMATION
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株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

株 主 確 定
基 準 日 毎年3月31日

剰 余 金 の
配 当 基 準 日

期末配当の基準日　毎年3月31日
中間配当の基準日　毎年9月30日
上記のほか、基準日を定めて剰余金の配当をする
ことができます。

1単元の株式数 100株

株主名簿管理人
みずほ信託銀行株式会社

（https://www.mizuho-tb.co.jp）
東京都中央区八重洲一丁目2番1号

事務取扱場所 みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部
東京都中央区八重洲一丁目2番1号

郵便物送付先

みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
（https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html）
〒168‒8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号

電 話 照 会 先 0120‒288‒324（フリーダイヤル）

公告掲載方法

当社の公告方法は、電子公告としております。
ただし事故その他やむを得ない事由により電子
公告をすることができないときは、日本経済新聞
に掲載しております。当社の公告掲載URLは次の
とおりです。
http://www.momotaro.co.jp/

各種お手続の
お取り扱いに
つ い て

1. 株主様の住所変更その他各種お手続につきま
しては、原則としてお取引きをされている証券
会社等でのお取り扱いとなります。

2. 特別口座の株式に関するお手続につきまして
は、みずほ信託銀行でのお取り扱いとなります。

本社所在地：
〒342‒0008 埼玉県吉川市旭7番地1
本社営業所：
〒342‒8505 埼玉県吉川市あさひ桃太郎1‒1‒1
ＴＥＬ 048‒991‒1000
東京本部：
〒100-8235 東京都千代田区丸の内桃太郎

（鉃鋼ビル本館５階）
TEL 03-3212-1111
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